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プログラム

応 募 資 格 　原則として都内中小企業の方（都外の方でも東京に本社、事務所等があれば応募できます）
申 込 締 切 　平成25年8月28日（水）　※定員を超えた場合は期日前に締め切ることがあります。

●お申し込み方法 都産技研ホームページ、FAX、もしくは本部1F総合支援窓口にてお申し込みください。

都産技研ホームページ： http://www.ir i - tokyo. jp/seminar/index.html
 応募要項、申込書の「Web申込書」からお申し込みください。
FAX：03-5530-2318　申込書にご記入の上、お送りください。

　　　　※申込書はホームページからダウンロードできます。
窓口：申込書にご記入の上、本部1F総合支援窓口まで直接ご提出ください。

　 ※定員等の関係で受講をお断りする場合は、電話・FAX・電子メール等にてご連絡いたします。

●お問い合わせ先　地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　技術経営支援室　技術振興係
TEL 03-5530-2308　FAX 03-5530-2318
E-mail  kenshu@iri-tokyo.jp

　都産技研では、新ビジネス参入への糸口としてバイオ燃料、シェールガス等の最新動向を皆さまにお伝えするために本フォーラム
を開催します。微細藻類によるバイオ燃料生産技術は、これまでエネルギーを輸入に頼ってきた日本のエネルギー事情を大きく変え
る新技術として注目され、近い将来実用化が期待される技術です。また、米国から始まったシェールガス革命はエネルギー事情だけ
でなく、世界の産業構造を大きく変えようとしています。この数百年に一度と言われる産業革命をチャンスとして捉え、新ビジネスを
切り拓くために本フォーラムをご利用ください。

重点4技術分野で産業を切り拓く！ 環境・省エネルギーフォーラム

開催要項

13:30～13:40

13:40～14:40

14:40～15:40

15:40～15:50

15:50～16:10

16:10～16:30

開会　主催者挨拶

微細藻類を用いた炭化水素生産の現状

シェールガスの開発動向と応用

休憩

木質廃棄物からバイオエタノールを得るには

環境技術の普及の促進と環境技術実証事業の取り組み

日　時：平成25年9月10日（火）　13:30～ 16:30
会　場：地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター本部　東京イノベーションハブ
　　　　東京都江東区青海2-4-10
参加費：無料
定　員：100名
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重点4分野フォーラムのご案内

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　理事長　片岡 正俊　

筑波大学教授　鈴木 石根 氏

IHテクノロジー株式会社常務取締役　愛媛大学客員教授　幾島 賢治 氏

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　環境技術グループ　浜野 智子

環境省 総合環境政策局 総務課 環境研究技術室調整係　宮下 康彦 氏

重点4分野　重点4分野特集

研 究 紹 介

酵素分解イオン液体法による
新エネルギー材料創出技術の開発
　木材などのリグノセルロースは、食物と競合しな

いバイオエタノール原料として注目されています。

しかし、リグノセルロース中のセルロースはリグニ

ンに覆われているため、適切な糖化前処理が必要で

す。本研究では、キノコの酵素が持つリグニンの分

解能力を利用し、イオン液体を用いた再生セルロー

スの収率の向上を目指しました（図1）。

　キノコの中でも白色腐朽菌を用いると、無処理や

褐色腐朽菌を用いた場合に比べてイオン液体による

再生セルロースの収率が高くなることがわかりまし

た（図2）。本技術を活用することにより、バイオエタ

ノール製造の高効率化が期待されます。

（特願2013-001809）

面発光体パネル照明に対応した小型配光測定装置の開発
　近年、節電需要の高まりとともに、LEDに続く次世代照明として有機ELな

どの面発光型の照明装置が注目されています。さらに、有機ELは将来大型化

していくことが予想され、それに対応した配光測定装置も需要が高まってき

ています。しかし、これら配光測定装置は、測光距離を長く取る必要があるた

め、装置は大型かつ高価で、その普及は限定的なものでした。今回開発した配

光測定装置は、面発光体を分割して測定する方法により測光距離を短くし、

従来に比べ装置の大幅な小型化を実現しました（都産技研保有の既製の装

置が長さ10m×幅4m×高さ5mなのに対し、今回開発した装置は、長さ、幅、

高さともに1.6ｍ)。　　　　　　　　　　　　　　　　　（特願2013-125803）

今回開発した小型配光測定装置

図２　腐朽菌種による再生セルロース収率の違い図１　酵素分解イオン液体法の概要
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